
人口と世帯（平成 20年 12 月 1日現在）　1,732 世帯　（-3）　男 2,642 人（±0）　女 2,799 人（-3）　計 5,441 人（-3）
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事業で、群馬大学工学部の山田功先生と研究室の学生さん

の協力を得て、レゴブロックを用いたロボット作りと、自

分で工夫して改造したロボットでボールを投上げる競技会

が行われました。参加者は休憩時間も惜しみ夢中で取組み、

ボールが高く跳び上がると「やった！とんだ！」などと歓

声を上げていました。　　　　　（11/30　役場２階研修室）

「ロボットづくりに挑戦しよう！」
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休日の病院（緊急時）12月 　1月

今月の
納期は

納期は 12月 25 日（木）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！

ミ　

ニ　

情　

報

20 日（土）　沼田脳神経外科

21 日（日）　利根中央病院

23 日（火）　月夜野病院

  まいら 

命名

将来どんな人になってほしいですか

（父）北澤　茂  （母）朋子　さん（花咲）のお子さん

舞空ちゃん 平成 19 年 12 月 3日生まれ さん 入澤　秀和
いりさわ　　ひでかず

21 歳
昭和 62 年 8月 20 日生まれ

（越本）

３．片品をどう思いますか
　自然豊だけど何も無い。道路が悪
　い。全体的にもう少し変わってほ
　しい。活性化してほしい。

１．何処へお勤めですか 　
　片品村農協です。

２．趣味は何ですか　
　音楽鑑賞と軽トラでドライブです。

４．村内のおすすめスポットは　
　特にない。・・・と言うより、村全域がオススメ。

７．村民の方へメッセージを
　　お願いします
　よろしくどうぞ！

５．好きな異性のタイプ　
　明るい！元気！おもしろい！芸能人で例えると安室奈美恵！

2;Zd(7yH

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
5
人

この子が生まれる 2ヶ月前に他界した祖
父が好きだった空を使い、その大きな舞
台で自由に舞えるように、そして空のよ
うに大きな心を持てるように、そんな思
いで命名しました。

６．目標があれば教えてください　
　毎日を有意義に過ごす！

ま　お

真生 ちゃん 平成 19年 12 月 17 日生まれ
（父）永井　幸男  （母）清香　さん（針山）のお子さん

将来どんな人になってほしいですか

素直に元気に笑って！！！

01 日（木）　国立沼田病院
02 日（金）　沼田脳神経外科

命名

だいたい真っ直ぐに真剣に生きてほしい
と願い決めました。

27 日（土）　月夜野病院

★
婚
姻
さ
れ
た
方
 2
組

○
髙
橋　

政
樹　

下　

平

　

星
野　

賀
代　

菅　

沼

年
末
年
始
各
施
設
休
業
日

12
／
31
〜
１
／
４　

村
内
金
融
機
関

12
／
27
〜
１
／
４　

役
場

交
通
情
報
（
冬
期
通
行
止
）

12
／
25
〜　

国
道
１
２
０
号

　
　
　
　
　

丸
沼
ス
キ
ー
場
入
口
〜

　

平
成
20
年
12
月
31
日
現
在
で“

工
業

統
計
調
査”

が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん  

２
人

星　
　

和
文　

男　

大
和　

東
小
川

                 

大
西　

有
希　

女　

杏　
　

鎌　

田

や
ま
と

あ
ん

窓   

口   

か   

ら

平
成
20
年
10
月 

20 

日 

〜
平
成
20
年
11
月
19
日

　

沼
田
税
務
署
管
内
の
「
20
年
度
税
を

知
る
週
間
」の
行
事
の
一
つ
で
あ
る「
中

学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」
募
集
に
は
、

全
体
で
２
１
４
１
作
品
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
厳
正
な
審
査
の

上
、
次
の
４
作
品
が
見
事
受
賞
し
、
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
税
団
連
会
長
賞

「
税
金
が
つ
な
ぐ
暮
ら
し
と
社
会
の
輪
」

　
　
　

３
年　

桑
原　
　

葵
（
御
座
入
）

◎
沼
田
税
務
署
長
賞

「
税
お
さ
め
豊
か
な
老
後
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
る
い
未
来
」

　
　
　

３
年　

千
明　
　

桃
（
鎌
田
五
）

◎
沼
田
県
税
事
務
所
長
賞

村 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税

03日（土）　国立沼田病院
04 日（日）　沼田脳神経外科
10 日（土）　利根中央病院

第 9期
第 4期

優しさ・強さ・自由さを持って、まわりみんなが幸せにな
れる人、そして手を差し伸べてくれた人に素直に「ありが
とう」と言えるそんな人になってほしいです。

たける

尊 ちゃん 平成 19年 12 月 22 日生まれ
（父）千明　太彦 （母）美弥子　さん（築地）のお子さん

将来どんな人になってほしいですか

優しくてたくましい子に育ってくれたら
いいと思います。

命名
初めは「武尊」と書いて「たける」にし
ようと思いました。上の子が一文字だっ
たので「尊」と一文字にしました。

○
真
庭　

清
治　

み
な
か
み
町

　

井
上　

紀
子　

鎌　

田

星
野　

ふ
さ
子　

82
歳　

須
賀
川

入
澤　

ユ
ト
子　

83
歳　

鎌　

田

金
子　

安
次
郎　

83
歳　

築　

地

萩
原　

よ
ね
子　

87
歳　

土　

出

星
野　

徳
治
郎　

87
歳　

花　

咲

税
に
関
す
る
作
品
４
名
が
入
選

28 日（日）　内田病院

11 日（日）　月夜野病院
17 日（土）　内田病院
18 日（日）　国立沼田病院

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

午
前　

8
時
30
分
〜
午
後　

12
時
15
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、
住
民
課

各
種
証
明
書
発
行
及
び
収
納
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

「
税
金
を
き
ち
ん
と
納
め
良
い
明
日
」

　
　

３
年　

星
野
加
菜
子
（
下
小
川
）

◎
片
品
村
長
賞

「
納
め
よ
う
こ
れ
は
み
ん
な
の

　
　
　
　
　
　
　
　

義
務
だ
か
ら
」

　
　

３
年　

星
野　

愛
生
（
穴　

沢
）

前列左から　星野加菜子、桑原葵、星野
愛生、千明桃、本間沼田税務署総務課長、
萩原副村長、林片中教頭、（敬称略）
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平成 20年度の財政事情 

1億 2億 4億 5億 6億 7億 3億 10億 20億 

衛　　　生　　　費 

農 林 水 産 業 費  

商　　　工　　　費 

土　　　木　　　費 

消　　　防　　　費 

教　　　育　　　費 

公　　　債　　　費 

そ　　　の　　　他 

議　　　会　　　費 

総　　　務　　　費 

民　　　生　　　費 

（労働費、災害復旧費、諸支出、予備費） 

71,345 
34,639 
453,193 
199,301 
525,287 
186,261 
469,121 
214,572 

61,904 
31,868 
717,343 
79,512 

162,592 
71,344 
353,707 
140,025 
386,453 
192,794 
107,084 
32,262 

186,082 
50,977 

単位：千円 

予算額 

34 億 94111 千円 

支出済額 

12 億 33555 千円 

執行率 (35.3％) 

予算現額 
支出済額 

歳　出 

平成20 年度 
◎村有財産の保有状況
（　）内は今期増減高

土　　地 
( 山林含む ) 

541 万 0,567 ㎡
（195） 

（0） 

（0） 

（-1）

（500） 

物品 ( 車両 ) 

80 台 

山　　林 

402 万 4,701 ㎡ 

出資金など 

1 億 29709 千円 

建　　物 

5 万 5,670 ㎡ 

項　　　　　　　　目 予　　算　　額 現年度収支額  執　　行　　率 

収 益 的 収 入  385,982 76,141 19.7％ 

収 益 的 支 出  385,452 68,486 17.8％ 
資 本 的 収 入  20,000 0 0.0％ 
資 本 的 支 出  98,769 22,383 22.7％ 

( 単位：千円 ) ◎観光施設事業の状況 

( 単位：千円 ) ◎特別会計の執行状況 
予　算　額 収 入 済 額  執　行　率 支 出 済 額  執　行　率 
756,519 270,602 35.8％ 338,062 44.7％ 
97,072 95,156 98.0％ 54,272 55.9％ 
115,212 37,448 32.5％ 38,771 33.7％ 
269,493 9,292 3.4％ 68,613 25.5％ 
331,634 137,335 41.4％ 127,781 38.5％ 
51,589 12,437 24.1％ 14,135 27.7％ 

下 水 道 事 業 等  

後 期 高 齢 者 医 療  
介 護 保 険  

会 計 名
国 民 健 康 保 険  
老 人 保 健  
簡 易 水 道 事 業  

 

02 広 報 か た し な        H20 . 12 

平成 20年度の財政事情 

　

平
成
20
年
９
月
末
現
在
の
片
品
村
の
財
政
事
情
は
、
次
表
の
と
お
り
と 

な
っ
て
い
ま
す
。 

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
行
財
政
に
関
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　

な
お
、
本
掲
載
は
「
片
品
村
財
政
事
情
書
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る 

条
例
」
に
基
づ
く
掲
載
の
た
め
、
速
報
数
値
で
あ
り
、
監
査
等
承
認
手
続 

未
了
の
数
値
で
す
。 

村 の 様 子

平成 20 年 9月 30 日現在

人　口　5,448人

(男：2,644人　女2,804人 )

世帯数　1,736世帯

面　積　392.01㎢

の財政事情 
歳　入 

568,768 
335,315 
75,000
23,483
50,000 
30,914 
40,000 
11,824 

66,115 
22,791 
23,166 
12,876 

318,395 
11,058 
270,234 
16,105 
117,000 

0 
90,000 
90,228 
95,597 
6,305 

217,000 
0 

21,016 
14,161 

1,541,820 
1,299,257 

1億 2億 3億 4億 5億 10億 20億 

自動車取得税交付金 

地　方　交　付　税 

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

国　庫　支　出　金 

県 支 出 金  

繰　　　入　　　金 

繰　　　越　　　金 

諸　　　収　　　入 

村　　　　　　　債 

そ　　　の　　　他 

村　　　　　　　税 

地　方　譲　与　税 

地方消費税交付金 

予算額 

34 億 94111 千円 

収入済額 

18 億 74317 千円 

執行率 (53.6％) 

利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金 
ゴルフ場利用税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金 
財産収入、寄付金 （ 

単位：千円 

予算現額 
収入済額 

◎地方債及び一時借入金の状況 

◎基金現在高 

( 単位：千円 ) 

( 単位：千円 ) 
区　　　　　　　　分 
財 政 調 整 基 金  551,440 96,000 647,440 
奨　　学　　基　　金 9,196 -1,923 7,273 
地域づくり特別事業基金 360 0 360 
減　　債　　基　　金 782 0 782 
福　　祉　　基　　金 100,000 0 100,000 
ふるさと農村活性化基金 10,178 0 10,178 

前 期 末 現 在 高  今 期 増 減 高  今 期 末 現 在 高  

区　　　　　　　　分 前 期 末 現 在 高  今 期 増 減 高  今 期 末 現 在 高  
地　　　方　　　債 2,786,591 72,850 2,859,441 
一　時　借　入　金 490,000 -490,000 0 
合　　　　　　　　計 3,276,591 -417,150 2,859,441 
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ニュース
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銀 

座 

で 

冬 

の 

片 

品 

を 

Ｐ 

Ｒ

　

尾
瀬
高
校
で
は
、「
地
域
探
検
」
を

10
月
17
日
に
行
い
ま
し
た
。地
域
探

検
は
尾
瀬
高
校
の
１
年
生
が
片
品
村

内
に
出
向
き
地
域
の
宝
物
を
再
発
見

す
る
授
業
で
す
。

　

今
回
は
、
村
内
全
域
で
実
施
し
、
地

域
案
内
人
と
し
て
「
ぐ
ん
ま
文
化
観

光
社
・
片
品
」
と
地
元
の
皆
さ
ん
に

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
の
感
想
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

　
「
御
座
入
班
」
昔
偉
い
人
が
来
た
と

き
「
御
座
入
り
ま
す
」
と
言
っ
た
こ
と

が
地
名
の
由
来
に
な
っ
た
と
か
。

　
「
摺
渕
班
」
武
尊
神
社
は
一
本
の
木

か
ら
作
ら
れ
て
い
る
。日
本
で
初
め

て
マ
イ
タ
ケ
の
栽
培
に
携
わ
っ
た
。

　

片
品
村
と
ふ
れ
あ
い
協
定
な
ど
を
締

結
し
て
い
る
埼
玉
県
蕨
市
、
上
尾
市
で

開
催
さ
れ
た
「
蕨
宿
場
ま
つ
り
（
11
月

3
日
）」・「
上
尾
ま
つ
り（
11
月
8
日
）」・

「
上
尾
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
（
11
月
16

日
）」
で
そ
れ
ぞ
れ
農
産
物
の
販
売
や

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
を
行

い
、
片
品
村
の
宣
伝
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
特
に
上
尾
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ

ン
に
は
役
場
職
員
が
片
品
村
の
名
称
が

入
っ
た
手
作
り
の
ウ
ェ
ア
ー
を
着
用
し

て
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加
し
、
片
品
村

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

「ぐんまちゃん家」

不
用
品
福
祉
バ
ザ
ー
開
催

尾

瀬

高

校

の

地

域

探

検

　

11
月
14
日
（
金
）
役
場
２
階
に
お

い
て
不
用
品
福
祉
バ
ザ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
に
寄
付
し

て
い
た
だ
い
た
多
く
の
品
物
を
各

コ
ー
ナ
ー
別
に
仕
分
け
即
売
を
し
ま

し
た
。
当
日
は
大
勢
の
皆
様
に
お
い

で
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
バ
ザ
ー
収
益
金
に
つ
き
ま

し
て
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
い

た
し
ま
す
。
ご
協
力
を
頂
い
た
村
民

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
婦
人
会
役
員
の
皆
さ
ん
、

早
朝
よ
り
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

　

松
田
清
江
さ
ん
の
任
期
満
了
に
と

も
な
い
、
こ
の
た
び
星
野
和
子
さ
ん

（
花
咲
）
が
10
月
臨
時
村
議
会
に
お

い
て
、
片
品
村
教
育
委
員
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
20
年
11

月
11
日
か
ら
の
４
年
間
と
な
り
ま

す
。

　

星
野
教
育
委
員
さ
ん
の
ご
活
躍
を

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
教
育
委
員
構
成

　

委
員
長　
　
　

星
野　

和
助

星野和子さん

　

11
月
17
日
、
18
日
の
２
日
間
、
東
京

銀
座
の
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
（
ち
）」（
ぐ

ん
ま
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
）
で
村
内
の

物
産
や
ス
キ
ー
場
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
片
品

村
観
光
協
会
を
中
心
に
片
品
村
ス
キ
ー

場
連
絡
協
議
会
、
片
品
村
民
宿
旅
館
組

合
連
合
会
、
片
品
村
酒
販
組
合
青
年
部

な
ど
に
よ
る
共
同
開
催
で
、「
尾
瀬
ブ

ラ
ン
ド
」
商
品
の
生
産
者
に
よ
る
販
売

や
リ
フ
ト
券
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
も

行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

熱気があった試合会場

土出探検

　
「
東
小
川
班
」
魚
を
育
て
る
仕
事

は
本
当
に
魚
が
好
き
で
な
い
と
で
き

ま
せ
ん
、
自
分
の
命
よ
り
ま
ず
魚
の

命
を
気
に
し
ま
す
。
と
聞
い
た
時
に

は
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。

　
「
花
咲
班
」
一
番
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
薬
師
堂
で
す
。
目
と
い

う
字
を
紙
に
書
い
て
、
し
ん
ぜ
る
、

と
い
う
の
は
不
思
議
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

　
「
越
本
班
」
味
噌
や
豆
腐
、
納
豆

は
自
分
た
ち
で
作
っ
て
い
た
と
知
り

昔
の
人
は
す
ご
い
な
と
思
っ
た
。

　
「
土
出
班
」
昔
は
馬
が
い
な
い
と

農
家
が
成
り
立
た
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
だ
か
ら
「
馬
頭
観
音
世
音
」
の

石
碑
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
事
が
理
解

で
き
た
。

　
「
戸
倉
班
」
戸
倉
に
は
昔
関
所
が

あ
っ
た
と
い
う
の
を
聞
い
て
と
て
も

感
動
し
た
。
歴
史
に
少
し
興
味
が
わ

い
た
。

　
「
鎌
田
班
」
鎌
田
の
歴
史
は
、
ま

だ
浅
い
と
言
わ
れ
た
け
ど
、
自
分
に

と
っ
て
は
十
分
深
い
と
思
っ
た
。
ま

た
機
会
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と

沢
山
の
事
を
聞
こ
う
と
思
う
。

【
地
域
案
内
人
の
皆
さ
ん
】
桑
原
藤

太
郎
、
千
明
政
夫
、
戸
丸
長
志
、
星

野
錦
作
、宮
田
勝
、宮
田
森
、星
野
浩
、

坂
本
博
道
、
入
澤
誠
、
梅
澤
照
二
、

吉
野
隆
太
郎
、
小
林
森
男
、
松
浦
和

男
、
萩
原
学
、
須
藤
賞
作

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

御座入探検

東小川探検

掘り出し物を探す参加者

教
育
委
員
に
星
野
和
子
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

　

職
務
代
行
者　

井
上　

隆
至

　

委　

員　
　
　

萩
原　

壯
兒

　

委　

員　
　
　

星
野　

和
子

　

教
育
長　
　
　

飯
塚　

欣
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

上尾シティーマラソンにて走る片品村ランナー

ま
た
18
日
に
は
別
会
場
で
旅
行
関
係
社

等
を
招
い
た
情
報
交
換
会
が
、
荻
原
健

司
参
議
院
議
員
や「
ス
ノ
ー
ク
ィ
ー
ン
・

オ
ブ
ぐ
ん
ま
」も
参
加
し
て
開
催
さ
れ
、

各
ス
キ
ー
場
関
係
者
は
今
シ
ー
ズ
ン
の

営
業
に
つ
い
て
熱
心
に
説
明
し
て
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

特産品販売の様子

村　

民　

卓　

球　

大　

会

　

11
月
16
日
（
日
）、
片
品
小
学
校
体

育
館
を
会
場
に
村
民
卓
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
、
中
学
生
を
中

心
に
62
名
が
出
場
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

役
員
、
選
手
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

★
小
学
生
男
子
の
部

　

優　

勝　
　

飯
塚　

洸
介
（
武
小
）

　

準
優
勝　
　

星
野　

佐
祐
（
北
小
）

　

第
３
位　
　

吉
野　

祥
太
（
北
小
）

　
　

〃　
　
　

川
田　

翔
平
（
片
小
）

★
小
学
生
女
子
の
部

　

優　

勝　
　

三
浦　

怜
奈
（
武
小
）

　

準
優
勝　
　

千
明　

礼
乃
（
武
小
）

　

第
３
位　
　

吉
野　

瑞
季
（
北
小
）

　
　

〃　
　
　

星
野　

紗
穂
（
武
小
）

★
中
学
生
男
子
の
部

　

優　

勝　
　

飯
塚　

健
太

　

準
優
勝　
　

篠
原　

辰
弥

★
中
学
生
女
子
の
部

　

優　

勝　
　

速
水　

美
希

　

準
優
勝　
　

小
林　

伊
織

　

第
３
位　
　

星
野　
　

碧

　
　

〃　
　
　

井
上
侑
莉
香

　

埼 

玉 

県 

内 

で 

片 

品 

村 

を 

Ｐ 

Ｒ

平成 20 年度
冬の青少年健全育成運動
実施期間：平成 20年 12 月 15 日 ～ 
　　　　　平成 21年 1月 31 日

子どもたちを健全に育成できる環境
づくりを推進しよう
○地域の大人たちのつながりで、子
　どもたちが安全で、安心して暮ら
　せる環境づくりを進めよう
○子どもたちの携帯電話やインター
　ネット利用について、大人がしっ
　かり目を向けよう

※12 月～２月にかけ、 村内各地区の
　青少推員 ・ 健全育成役員 ・ 子育連
　役員のみなさんがパトロールに巡
　ります。
　青少年がトラブルに巻き込まれな
　いようみなさんのご協力をおねが
　いいたします。

推 進 目 標
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11
月
２
日
・
３
日
の
２
日
間
、
役
場
に
お

い
て
第
42
回
片
品
村
総
合
産
業
文
化
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、一
般
の
部
（
９
部
門
）
４
２
８
点
、

小
中
学
校
・
尾
瀬
高
校
・
保
育
所
６
６
５
点
、

合
計
１
０
９
３
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
連
行
事
と
し
て
11
月
２
日
に
は
、

第
25
回
芸
能
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
３
日
に

は
中
央
公
民
館
で
将
棋
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
１
日
の
搬
入
審
査
か
ら
４
日
の

搬
出
片
付
け
と
ご
協
力
い
た
だ
い
た
役
員
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

          　
　

 　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

第
42
回
片
品
村
総
合
産
業
文
化
展
盛
大
に
開
催

商
品
名

　
「
尾
瀬
手
作
り
く
る
み
餅
」

商
品
名

　
「
尾
瀬
の
大
粒
納
豆
」

・  

片
品
で
古
く
か
ら
栽
培
し
て
い
る

大
白
大
豆
の
う
ま
味
を
最
大
に
引
き

出
し
た
大
粒
納
豆
で
す
。

　

片
品
村
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　

☎（
５
８
）
４
６
０
０

・  

白
あ
ん
を
ベ
ー
ス
に
こ
ん
が
り
焼

い
た
香
ば
し
い
く
る
み
を
贅
沢
に

使
っ
た
あ
ん
を
薄
く
包
み
込
ん
だ
餅

に
な
り
ま
す
。

　

き
ら
く
庵

　
　
　
　

☎（
５
８
）
３
５
２
６

「
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
」
商
品
の
紹
介

片
品
村
文
化
協
会
表
彰
受
賞
者
決
定

◎
文
化
功
労
賞　

６
名
（
片
品
村
文
化
協

　

会
活
動
に
20
年
以
上
功
労
の
あ
っ
た
人
）

      

千
明　

治
光
（
文　

芸
）

      

星
野
か
め
子
（
書　

道
）

      

星　
　

藤
雄
（
書　

道
）

      

中
坪
ア
サ
子
（
芸　

能
）

      

高
山
サ
ツ
キ
（
芸　

能
）

      

金
子　

政
江
（
芸　

能
）

◎
永
年
表
彰　
　

９
名
（
片
品
村
文
化
協

　

会
活
動
に
10
年
以
上
功
労
の
あ
っ
た
人
）

　
　
　

星
野
ト
ミ
エ
（
文　

芸
）

　
　
　

戸
田　

敏
子
（
書　

道
）

　
　
　

星
野
む
つ
子
（
き
り
え
）

　
　
　

木
内
い
よ
子
（
き
り
え
）

　
　
　

萩
原
ヤ
エ
子
（
芸　

能
）

　
　
　

戸
丸　

君
代
（
芸　

能
）

　
　
　

星
野　
　

宏
（
芸　

能
）

　
　
　

笠
原　

康
市
（
菊　

花
）

　
　
　

宮
田　
　

勝
（
菊　

花
）

◎
優
秀
賞　

21
名
（
県
規
模
以
上
の
展
示

　

会
及
び
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
入
選
し
た
人
）

　
　
　

戸
丸　

好
夫
（
文　

芸
）

　
　
　

星
野　

光
子
（
文　

芸
）

　
　
　

笠
原　

信
充
（
書　

道
）

　
　
　

桑
原
ゑ
み
子
（
書　

道
）

　
　
　

井
上　

春
佳
（
書　

道
）

　
　
　

星
野　

文
花
（
書　

道
）

　
　
　

戸
丸　

里
子
（
芸　

能
）

　
　
　

吉
野　

瑞
季
（
北
小
６
年
）

　
　
　

桑
原　

佳
那
（
武
小
２
年
）

　
　
　

千
明　

昌
樹
（
武
小
３
年
）

　
　
　

千
明　

慎
也
（
武
小
３
年
）

　
　
　

千
明　

和
真
（
武
小
４
年
）

　
　
　

星
野　

紗
穂
（
武
小
５
年
）

　
　
　

井
上　

光
美
（
武
小
５
年
）

　
　
　

狩
野　

心
良
（
片
小
５
年
）

　
　
　

星
野　

裕
哉
（
片
小
４
年
）

　
　
　

入
澤
紗
也
華
（
片
小
４
年
）

　
　
　

林    　

佳
樹
（
片
小
４
年
）

　
　
　

星
野　

美
菜
（
片
小
４
年
）

　
　
　

戸
丸　
　

陸
（
片
小
４
年
）

　
　
　

石
島　
　

慎
（
片
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

11 月３日、総合産業文化展に併

せて開催されました。入賞者は次

のとおりです。

◎一般の部

　優　勝　星野林平（鎌田）

　準優勝　桑原和一（幡谷）

　第３位　星野栄一（花咲）

◎中学生の部

　優　勝　星野直樹（３年）

　準優勝　萩原　翼（１年）

　第３位　金子朋樹（１年）

◎小学生の部

　優　勝　星野大輝（片小５年）

　準優勝　石島　慎（片小４年）

　第３位　入澤優斗（片小６年）

村 民 将 棋 大 会

押し花愛好会の作品

わが 家 の 自 慢 料 理
そば寿し 作成者　　東小川　須藤　チセ　さん

材料

○１人分の栄養価     ｴﾈﾙｷﾞｰ:377Kcal　　蛋白質：16.8ｇ　　脂質：2.4ｇ　　カルシウム：190ｍｇ　　塩分：3.5ｇ

作り方

◇そばの効能

～そばを使った料理～

・そばは、カロリーの点では米と同じ程度ですが、ビタミン、ミネラル、タンパク質が多く含まれており、食物繊維
　も豊富なため、栄養の点でも健康のためにも優れた主食です。
　また、そばには、血管を丈夫にしたり、血圧を安定させるポリフェノール類のルチンが含まれています。

乾麺（そば）…３８０ｇ　　

干し椎茸………４枚

水菜……………１束

食用菊…………１００ｇ

焼きのり………４枚

だし汁……１５０㏄

　　しょうゆ…大さじ２

　 　砂糖………小さじ１

すし酢………１５０㏄

木綿糸

・麺は少しかために茹でて、酢をつけてから水けをよく切ります。
◇ワンポイント

（4人分）

①麺は、長さ２㎝くらいの所を木綿糸でしばる。

　（45ｇくらい）

②たっぷりのお湯で約４～５分茹でる。

　水で洗い、水けを切る。

③②の茹でたそばをすし酢の中で 10

　分程度漬け込んだあと、水けを切る。

④干し椎茸は、調味料で煮込み、味をつける。

⑤食用菊はさっと茹でて、水けを切る。

⑥水菜は洗って食べやすい大きさに切る。

⑦巻きすに、のりを敷き、③のそばをのせ、干し椎茸食用菊、水菜をのせ、のり巻き

　のようにして巻き、出来上がり。

あ
ん
じ
ゃ
ー
ね
え
、
あ
っ
ち
ゃ
ー
ね
え

片  

品  

�  

方  

言  
�

あ
ん
て
ー
、
花
咲
ん
て
ー
、
鎌
田
ん
て
ー

　
「
あ
ん
じ
ゃ
ー
ね
え
」「
あ
っ
ち
ゃ
ー
ね
え
」。
何
か
心
配
事
が
あ
る
と
き
や
、
何
か
出
来
事
が

有
っ
た
と
き
な
ど
、
こ
の
一
言
で
ど
れ
程
癒
さ
れ
た
か
知
れ
な
い
。

　

そ
の
顛
末
は
ど
う
あ
れ
、
ま
ず
は
気
を
し
っ
か
り
落
ち
着
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
・
・
・

「
あ
ん
じ
ゃ
ー
ね
え
」「
あ
っ
ち
ゃ
ー
ね
え
」
は
、
ど
ち
ら
も
「
何
も
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
。

大
丈
夫
。
安
心
し
て
い
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
深
く
落
ち
込
ん
で
い
る
よ
う
な
と
き
、

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
？
と
い
う
よ
う
な
時
に
最
大
の
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。

語
源
は
「
案
ず
る
で
は
な
い
（
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
）」
が
転
訛
し
て
「
あ
ん
じ
ゃ
ー
ね
え
」

に
な
り
、
そ
れ
が
更
に
転
訛
し
て
「
あ
っ
ち
ゃ
ー
ね
え
」
に
な
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
あ
っ
ち
ゃ
ー
ね
え
」
だ
け
の
場
合
が
多
い
で
す
が
「
あ
っ
ち
ゃ
ー
ね
ー
、
心
配
し
ん
な
」
と

言
う
事
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
「
心
配
す
る
な
」
が
２
つ
重
な
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
が

又
い
い
ん
で
す
。

　
「
あ
ん
じ
ゃ
ー
ね
え
」「
あ
っ
ち
ゃ
ー
ね
え
」
お
互
い
に
心
配
事
が
あ
る
と
き
に
は
掛
け
合
い

た
い
、

優
し
い
、
片
品
ら
し
い
こ
と
ば
で
す
。

{A

　

複
数
の
人
達
を
指
す
と
き
、
例
え
ば
掃
除
担
当
分
担
な
ど
で
一
方
が
自
分
た
ち
の
割
り
当
て

ら
れ
た
範
囲
を
終
わ
ら
な
い
の
に
「
こ
れ
で
終
わ
り
」
と
し
た
。　

そ
こ
で
他
の
一
方
は
「
あ
ん
て
ー
は
ず
り
ー
（
ず
る
い
）
や
」
と
な
る
。

「
あ
ん
て
ー
」
は
「
あ
の
人
た
ち
」
の
こ
と
で
す
。
他
に
も
「
花
咲
ん
て
ー
」
と
い
え
ば
「
花
咲

の
人
達
」。「
鎌
田
ん
て
ー
」
と
い
え
ば
「
鎌
田
の
人
達
」
の
こ
と
で
す
。

語
源
は
「
ん
」
は
「
の
」
の
変
化
し
た
も
の
で
す
。

　
「
て
ー
」は「
体（
て
い
）」の
転
訛
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
も
旧
字
体
の「
體（
て
い
）」で
す
。

こ
の
「
體
」
の
俗
字
（
大
漢
和
辞
典
）
の
「
躰
（
て
い
）」
が
、「
花
咲
ん
て
ー
」
の
「
躰
」
で
し
ょ
う
。

　

片
品
村
の
古
文
書
の
中
に
も
「
浪
人
躰
之
者
村
々
徘
徊
せ
し
め
・
・
・
・
」（
浪
人
の
よ
う
な

人
達
が
村
々
を
歩
き
ま
わ
り
）
な
ど
、「
躰
」
は
古
文
書
に
、
多
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

又
、「
花
咲
ん
て
ー
ら
」
の
よ
う
に
「
ら
」
も
多
く
使
わ
れ
ま
す
が
「
ら
」
は
「
等
（
ら
）」
で
、

よ
り
多
く
の
人
達
を
指
す
場
合
に
使
わ
れ
ま
す
。（
我
等
、
彼
等
、
僕
等
な
ど
の
等
で
す
。）

　
「
あ
ん
て
ー
」
花
咲
ん
て
ー
」「
越
本
ん
て
ー
」
こ
れ
も
、
い
い
片
品
こ
と
ば
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
品
村
文
化
財
調
査
委
員　

大
竹　

将
彦

文　

化　

の　

秋

・
・
・
・　　　　　

・
・
・　　　　　 

・
・
・
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November 27th was Thanksgiving. This is a very 
good holiday in America. On Thanksgiving, 
people think about what they are thankful for. 
Family, friends, jobs, food, happiness- What are you thankful for? 
Families eat a big turkey dinner together. At my home, we play 
football before we eat. Then we eat for 2 or 3 hours! It is always 
delicious. My favorite is stuffing and pumpkin pie. Also, 
Thanksgiving is the beginning of Christmas. On the day after 
Thanksgiving, stores put up Christmas decorations and people 
start singing Christmas songs. Welcome Christmas!

Laura Tajima
Katashina Newspaper, December

ロ ー ラ 通 信

　11 月 27 日は感謝祭の日です。これはアメリカではとても素晴ら
しい休日です。感謝祭の日に、人々は彼らが感謝していることは何
か考えます。家族、友達、仕事、食べ物、幸せ－あなたは何に感謝
しますか。家庭では、夕食に、一緒に大きな七面鳥を食べます。私
の家では、それを食べる前にアメリカンフットボールをします。そ
れから、夕食を２、３時間かけて食べるのです！七面鳥はいつも、
とても美味しいです。私のお気に入りは七面鳥のパン詰めとパンプ
キンパイです。また、感謝祭はクリスマスの始まりでもあります。
感謝祭の後から、お店はクリスマスの飾りつけをし始め、人々はク
リスマスの歌を歌い始めます。さあ、クリスマスを迎えましょう！

Thanksgiving Day

Holiday-：休日

Thankful for-：～にありがたい

Turkey- ：七面鳥

Stuffing-：（食べ物で）詰め物

Decorations-：作り物

図 書 室 カレンダー   1 月りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?

ジョン・グローガン　作
古草　秀子　訳

『マーリー』　　早川書房

　優秀とされるラブラドール・レトリバー飼っては
みたものの、あきれるほどのダメ犬・・・やりたい
放題の問題犬が身をもって教えてくれた、忠誠心・
勇気・純粋さ・喜び・犬から教わる大切なもの、是
非読んでいただきたい１冊です。

月 火 水 木 金 土日

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室

＊       はお休みです。

               1　2　3
  4    5    6    7    8    9
11  12  13  14  15  16  17

                   10  

18  19  20  21  22  23  24
25  26  27  28  29  30  31 

＊　　は「みやま号」巡回日

教育委員会　1 月の諸行事
☆生涯学習・社会体育関係
・第 61 回片品村成人式
・村スポ少兼小学生総体ｽｷｰ大会
・郡子ども会かるた大会
・かたしな映画会③「泥の河」

☆学校関係
・第 3 学期始業式
・小学校冬季交歓会

◇片小 
・校内書き初め大会
　PTA 役員会議③
・読み聞かせ
・友遊クラブ 
・学校保健委員会③
※13 日（火）から 16 日（金）まで、校内書き
　初め展を開催します。ぜひご覧ください。

◇北小 
・校内書き初め大会
・尾瀬花かるた大会
・全校スキー教室
※冬季交歓会や全校スキー教室では地域の方々
　に大変お世話になります。
　ご協力をよろしくお願いします。

◇南小
・校内書き初め大会
・PTA 役員会⑥
　　保護者合同会議
・音楽集会
※寒さに負けず、クロスカントリースキーの練
　習に取り組んでいます。

◇武尊根小 
・校内書き初め大会
・スキー教室
　アルペン記録会
※明神小の児童を迎えてのスキー教室、アルペ
　ン記録会。全児童で参加します。
　皆様のご協力をよろしくお願いします。

◇片中
・地域ふれあい書き初め大会
・県中体連総体スキー大会
 ・PTA 合同役員会
・校内ディスタンス大会
※今年度、部活動において輝かしい成果を挙げ
　てきました。いよいよ冬季の部活動です。
　応援をお願いいたします。

※予定が変更される場合もありますので、　
　あらかじめご了承ください。

11 日 ( 日 )
24 日 ( 土 )
25 日 ( 日 )
31 日 ( 土 )

8 日 ( 木 )
21 日 ( 水 ) ～ 23 日 ( 金 )

　9 日 ( 金 )
14 日 ( 水 )
19 日 ( 月 )

  26 日 ( 月 )

8 日 ( 木 )
27 日 ( 火 )
30 日 ( 金 )

 
9 日 ( 金 )

　　20 日 ( 火 )
30 日 ( 金 )

8 日 ( 木 )

　22 日 ( 木 )

9 日 ( 金 )
11 日 ( 日 ) ～ 13 日 ( 火 )

28 日 ( 水 )
30 日 ( 金 )

感謝祭

広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
年
十
一
月
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

渡
辺　

和
昭

落
葉
踏
み
貂
が
顔
出
す
切
り
通
し

紅
葉
暮
れ
繊
月
の
ぞ
く
一
夫
句
碑

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

光
子

す
ら
す
ら
と
孫
の
音
読
夜
長
の
灯

間
引
菜
を
浮
か
べ
薄
味
よ
き
朝
餉

　
　
　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

樺
の
木
の
白
の
み
残
る
秋
の
暮
れ

師
の
句
碑
や
秋
明
菊
の
花
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

吉
野　

道
子

コ
ス
モ
ス
や
亡
夫
の
後
行
く
夢
の
中

客
迎
ふ
床
に
紅
葉
と
菊
活
け
て

　
　
　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

ま
ち
に
住
む
子
ら
に
さ
そ
わ
れ
紅
葉
狩

か
け
す
翔
ぶ
峠
く
だ
れ
ば
柿
赤
し

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

松
井
亜
作
枝

く
っ
き
り
と
栗
鼠
の
歯
形
や
砕
け
栗

露
光
る
近
寄
り
難
き
秋
あ
ざ
み

　
　
　
　
　
　
　

栃
久
保　

戸
丸　

好
夫

露
き
れ
て
蜻
蛉
傾
く
穂
に
有
り
て

夕
紅
葉
百
選
の
郷
尾
瀬
の
水

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

中
村　

導
子

食
細
き
母
に
林
檎
を
む
く
昼
餉

晩
酌
に
一
品
そ
え
て
菊
な
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

木
村　

佳
江

猿
追
い
祭
り
果
て
て
鹿
鳴
く
夕
山
路

山
の
端
の
照
り
て
鵙
啼
く
畑
仕
舞

　
　
　
　
　
　
　
　

築
地　

千
明
お
さ
む

小
春
日
や
蜥
蜴
の
走
り
侮
れ
ぬ

目
の
と
ど
く
以
内
に
遊
ぶ
草
紅
葉　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

花
咲　

星
野　

百
姓

村
囲
む
紅
葉
の
山
は
俺
ら
が
山

玄
関
に
落
葉
吹
よ
す
夜
半
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野
ト
ミ
エ

か
く
れ
咲
く
レ
ン
ゲ
の
花
も
実
と
な
れ
り

炎
天
を
忘
れ
た
よ
う
な
夜
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

寺
岡　

貞
子

青
い
眼
も
交
る
グ
ル
ー
プ
尾
瀬
の
秋

天
高
く
学
童
マ
ラ
ソ
ン
菊
香
る

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

康
一

小
春
日
や
園
児
、
先
生
外
に
出
て

近
づ
け
ば
尾
瀬
の
湧
水
花
の
谷

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

萩
原
キ
ヨ
子

足
尾
町
ロ
ー
カ
ル
線
で
紅
葉
狩
り

レ
ス
ト
ラ
ン
色
鮮
や
か
な
蔦
の
門

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

歌
子

大
空
に
さ
ざ
波
の
如
く
鰯
雲

新
米
が
届
い
た
便
り
感
嘆
符

　
　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

千
明　

政
夫

文
化
展
終
り
て
虚
脱
渓
紅
葉

無
事
の
季
や
新
米
の
香
に
眼
を
瞑
る

「
海
と
山
の
交
歓
会
・
思
い
出
を
語
る
会
」
開
催

　

11
月
３
日
（
月
）
片
品
村
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
学
校
関
係
者
並
び

に
交
歓
会
参
加
経
験
者
代
表
に
よ
る

「
海
と
山
の
交
歓
会
・
思
い
出
を
語

る
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
43
回
目
と
な
る
銚
子
市
明

神
小
学
校
と
の
交
歓
会
は
多
く
の
皆

様
に
支
え
ら
れ
、
子
ど
も
達
が
貴
重

な
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
青
少
年
赤
十
字
の
活
動

を
通
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
改
め

て
事
業
の
目
的
を
確
認
す
る
た
め　

「
語
る
会
」
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

銚
子
市
か
ら
交
歓
会
創
始
者
の
明
神

小
学
校
元
校
長
阿
部
明
氏
、
フ
リ
ー

ぼ
く
た
ち
わ
た
し
た
ち
の
学
校
自
慢

　

群
馬
県
教
育
委
員
会
で
は
、
生
き

る
力
の
育
成
を
目
指
し
た
各
学
校
の

「
特
色
あ
る
教
育
活
動
」
が
一
層
推

進
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
や
学
校
の
実

態
を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
の
創
意
工

夫
を
生
か
し
た
「
特
色
あ
る
教
育
活

動
」
を
行
っ
て
い
る
学
校
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
県
下
の
小
学
校
29
校
・

中
学
校
13
校
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

片
品
北
小
学
校
の
「
尾
瀬
学
習
」

が
受
賞
し
、
11
月
19
日
に
群
馬
県
庁

１
階
の
県
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
表

彰
式
と
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

　

北
小
学
校
で
は
「
尾
瀬
に
一
番
近

い
学
校
」
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
を

生
か
し
、
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の
４
年
間
を
通
じ
て
、
身
に
付
け
さ

せ
た
い
資
質
・
能
力
を
明
確
に
し
た

系
統
的
な
自
然
体
験
活
動
・
調
査
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
関
係
機
関
や
保
護
者
の
協

力
を
得
な
が
ら
尾
瀬
高
校
と
も
連
携

し
、
課
題
把
握
か
ら
調
査
・
発
表
ま

で
、
尾
瀬
の
豊
か
な
自
然
を
対
象
と

し
た
実
践
的
な
環
境
教
育
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
梅
澤
鈴
香
さ
ん(

６
年
）

萩
原
春
佳
さ
ん(
６
年
）
が
代
表
と

し
て
表
彰
状
を
受
け
取
り
、
県
民

ホ
ー
ル
で
堂
々
と
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
）

　

カ
メ
ラ
マ
ン
の
堺
敬
生
氏
に
来
訪

い
た
だ
き
ま
し
た
。
冒
頭
両
氏
並
び

に
本
村
の
事
業
創
始
者
で
武
尊
根
小

学
校
元
校
長
（
故
）
金
子
三
知
雄
氏

に
対
し
千
明
村
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
た
後
、
記
録
映
像
や
交
歓
会

が
始
ま
っ
た
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
て
交
歓
分
宿
を
通
し
た
体
験
学

習
の
意
義
を
熱
く
語
っ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
パ
ネ
ラ
ー
の
本
村
参
加
者

か
ら
も
、
様
々
な
思
い
出
や
そ
の
後

の
交
流
に
つ
い
て
話
し
て
頂
き
ま
し

た
。
今
後
、
交
歓
会
を
取
り
組
む
う

え
で
の
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
語
る
会
」
開
催
に
ご
協
力
下

さ
い
ま
し
た
参
加
者
各
位
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
報
告
と
致
し
ま

す
。

　

尚
、
こ
の
冬
１
月
21
日
〜
23
日

の
日
程
で
、
明
神
小
６
年
生
64
名

を
迎
え
ま
す
。　
（
教
育
委
員
会
） 飯塚教育長・梅澤さん・萩原さん・青木校長



10

おしらせ

広 報 か た し な        H20 . 12

おしらせ

11 広 報 か た し な        H20 .12

●
原
油
高
に
加
え
、
原
材
料
価
格
の
高 

　

騰
や
仕
入
れ
価
格
の
高
騰
を
転
嫁
で

　

き
な
い
中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り
を

　

支
援
す
る
た
め
、
従
来
の
「
セ
ー
フ

　

テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
」
の
う
ち
、
５
号

　

の
指
定
業
種
を
１
８
５
業
種
か
ら
６

　

１
８
業
種
に
大
幅
に
拡
大
し
た
「
原

　

材
料
価
格
高
騰
対
応
等
緊
急
保
証
制

　

度
」
が
10
月
31
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

　

ま
し
た
。

●
対
象

　

指
定
業
種
に
属
し
、
売
上
高
の
減
少

　

が
対
前
年
同
期
比
３
％
以
上
の
減
少

　

等
の
要
件
に
該
当
し
、
村
長
か
ら
中

　

小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条
第
４
項

　

第
５
号
の
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業

　

者
。

●
保
証
限
度
額

　

一
般
保
証
と
は
別
枠
で
、
無
担
保
保

　

証
で
８
千
万
円
、
普
通
保
証
で
２
億

　

円
ま
で
、
信
用
保
証
協
会
の
１
０　

　

０
％
保
証
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。（
保
証
限
度
額
は
既
存
の
セ
ー

　

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
残
高
と
の
合
算

　

と
な
り
ま
す
。）

●
対
象
資
金

原
材
料
価
格
高
騰
対
応
等
緊
急
保
証
制
度
に
つ
い
て

　

御
座
入
山
に
あ
る
片
品
テ
レ
ビ
中
継

局
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
12
月
１

日
に
開
局
し
ま
し
た
。

片
品
中
継
局
の
受
信
可
能
範
囲
と
放
送

局
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
に

は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
Ｕ
Ｈ

Ｆ
ア
ン
テ
ナ
と
受
信
機
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
受
信
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
電
器
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
受
信
可
能
範
囲
な
ど
に
つ
い

て
は
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
局
受
信
相
談
コ
ー
ル
セ

　

ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
ー
０
０
ー
３
４
３
４

●
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
（
株
）
視
聴
者

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
３
ー
６
２
１
５
ー
４
４
４
４

●（
株
）
テ
レ
ビ
朝
日　

視
聴
者
窓
口

　

☎
０
３
ー
６
４
０
６
ー
５
５
５
５

●（
株
）Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ　

視
聴
者
セ
ン

　

タ
ー

　

☎
０
３
ー
３
７
４
６
ー
６
６
６
６

●（
株
）
テ
レ
ビ
東
京　

代
表　
　
　

　

☎
０
３
ー
５
４
７
０
ー
７
７
７
７

●（
株
）
フ
ジ
テ
レ
ビ　

視
聴
者
セ
ン

　

タ
ー

　

☎
０
３
ー
５
５
０
０
ー
２
０
０
５

●
群
馬
テ
レ
ビ
（
株
）
受
信
相
談
窓
口

　

☎
０
２
７
ー
２
３
７
ー
３
６
２
２

●
関
東
総
合
通
信
局　

放
送
部
放
送
課

　

☎
０
３
ー
６
２
３
８
ー
１
９
４
４

色の付いている範囲内が、受信可能
範囲ですが、中継局方向が見通せな
い場合は、受信できない地域もあり
ます。

放送局名 ﾘﾓｺﾝﾁｬﾝﾈﾙ

ＮＨＫ（総合） 1

ＮＨＫ（教育） 2

群馬テレビ * （３）

日本テレビ 4

5

ＴＢＳ 6

テレビ東京 7

フジテレビジョン 8

放送局名 ﾘﾓｺﾝﾁｬﾝﾈﾙ

片品デジタルテレビ中継局受信可能
予想範囲図

＊群馬テレビは 12月末までに開局予定

地
デ
ジ
放
送
開
始

地
デ
ジ
放
送
開
始

片
品
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
中
継
局
か
ら

片
品
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
中
継
局
か
ら

　

片
品
村
に
よ
る
建
設
工
事
の
発
注
や

物
品
の
購
入
等
に
つ
い
て
は
、
原
則
的

に
競
争
入
札
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
入
札
の
参
加
者
は
、
村
に
提
出
さ
れ

る
「
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
の

審
査
の
結
果
、
適
格
者
と
し
て
名
簿
に

登
載
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
指
名
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
・
22
年
度
に
お
い
て
入
札
参

加
の
指
名
を
受
け
た
い
方
は
、
以
下
の

事
項
に
留
意
の
上
、「
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

平
成
21
年
２
月
１
日
〜
２
月
28
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

(

土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
は
除
き
ま
す)

受
付
場
所　

片
品
村
役
場 

総
務
課
窓
口

受
付
方
法　

持
参
に
て

申
請
書
類

一
、
様
式

　

国
土
交
通
省
様
式
又
は
そ
れ
に
準
じ

　

た
も
の

二
、
添
付
書
類

　

①
建
設
業
許
可
証
明
書

　

②
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書

　

③
工
事
経
歴
書

　

④
営
業
所
一
覧
表

　

⑤
納
税
証
明
書

平
成
21
・
22
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

〔
国
税
〕

・
法
人
：
法
人
税
、
消
費
税
、
地
方
消

　

費
税
の
直
前
１
年
分

・
個
人
：
所
得
税
、
消
費
税
、
地
方
消

　

費
税
の
直
前
１
年
分

〔
市
町
村
税
〕

・
法
人
：
法
人
市
町
村
民
税
、
固
定
資

　

産
税
の
直
前
１
年
分

・
個
人
：
個
人
市
町
村
民
税
、
固
定
資

　

産
税
の
直
前
１
年
分

　

⑥
印
鑑
証
明
書

　

⑦
委
任
状

　

⑧
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
証

　
　

明
書

　

※

添
付
書
類
は
、
全
て
写
し
で
可
。

　

※

⑧
に
つ
い
て
は
、
加
入
者
の
み
添

　
　

付
の
こ
と
。

　

※

物
品
業
者
に
つ
い
て
は
、①
、②
、　

　
　

⑧
は
添
付
不
要
。

有
効
期
限

　

平
成
21
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
23
年
３
月
31
日

そ
の
他

　

他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
片
品
村
役

場
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
片
品
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

申
請
要
領
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

片
品
村
公
式
サ
イ
ト

　

http://w
w
w
.vill.katashina.gunm

a.jp/

　

　正解者の中から抽選で、県内の企業・団体や県

民の皆さんから提供していただいた賞品をプレゼ

ントします。

賞品

軽自動車（スバルステラ）１台※、県内の温泉宿

泊券、施設の無料招待券、特産品など。

当選者の決定・発表

２１年１月１５日（木）に県庁で抽選会を行いま

す。当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせ

ていただきます。

応募期限

２１年１月７日 ( 水 )　必着

応募方法

はがきにクイズの答え（ＳＵＢＡＲＵの順位）、

郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号をご記入

の上ご応募ください。

応募先

県庁総務部総務課「ニューイヤー駅伝クイズ」係

〒371-8570　前橋市大手町 1-1-1　

☎027(226)2032

※車両登録にかかる諸税、保険料、登録料などの

　諸費用は当選者の負担となります。

　

１、群馬県最低賃金（地域別最低賃金）は、平成 20 年 10 月

　　16 日から改正発効しています。特定（産業別）最低賃金は、

　　平成20年 12月 20日から改正発効することになりました。

２、18 歳未満または 65 歳以上の人や、定められた軽易な業　

　　務に従事する人については、特定（産業別）最低賃金の適

　　用から除外されます。

３、最低賃金の対象となる賃金には、臨時または１か月を超え

　　る期間ごとに支払われる賃金、時間外・休日・深夜労働の

　　割増賃金、精皆勤手当、通勤手当及び家族手当は算入され

　　ません。

４、精神または身体の障害により著しく労働能力の低い人など

　　については、使用者が労働局長の許可を受けた時は、労働

　　能力その他の事情を考慮して減額した額により最低賃金が

　　適用されます。

５、派遣労働者には、派遣先の最低賃金が適用されます。

　　詳しくは、群馬県労働局労働基準部賃金室（前橋市大渡町

　　1－10－7）　☎027（210）5005 又は、最寄りの労働基準

　　監督署へお問い合わせください。

前回、過去最高の 12位と健闘したＳＵＢ
ＡＲＵチームの、第 53回大会での順位は？

「ニューイヤー駅伝クイズ２００９」 必ずチェック最低賃金！　使用者も　労働者も

最低賃金の区分 時間額（円） 改正発行日

群馬県最低賃金
（地域別最低賃金） 675 平成 20 年 10 月 16 日

製鋼・鉄素形材製造業
一般機械器具製造業
電気機械器具製造業
輸送用機械器具製造業

784

772
774

774
平成 20 年 12 月 20 日

産
業
別

最
低
賃
金

　

経
営
安
定
に
必
要
な
事
業
資
金

●
保
証
料
率

　

一
般
の
保
証
よ
り
も
低
い
保
証
料
率

　
（
一
律
0.8
％
で
利
用
で
き
ま
す
。）
で

　

利
用
で
き
ま
す
。

●
保
証
期
間

　

最
長
10
年
と
長
く
、
据
置
期
間
も
あ

　

り
、
資
金
繰
り
の
安
定
が
図
れ
ま
す
。

●
取
扱
期
間

　

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　

片
品
村
役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課

　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
２

　

群
馬
県
庁
商
政
課

　
　

☎
０
２
７
（
２
２
６
）
３
３
３
２

問題 テレビ朝日
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おしらせ

広 報 か た し な        H20 . 12

おしらせ

13 広 報 か た し な        H20 .12

お 

し 

ら 

せ

平
成
21
年  
春
の
優
良

自
動
車
運
転
者
表
彰
の
お
知
ら
せ

　

次
の
基
準
に
該
当
す
る
方
は
、
表
彰

を
受
け
る
候
補
者
と
な
り
ま
す
の
で
、

受
賞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
自
動
車
安

全
運
転
セ
ン
タ
ー
の
平
成
20
年
12
月
１

日
以
降
に
発
行
す
る
無
事
故
無
違
反
証

明
書
を
添
え
て
申
請
し
て
下
さ
い
。

●
表
彰
の
種
類
及
び
主
な
受
賞
資
格

　

各
章
共
通
受
賞
資
格

・
沼
田
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る

　

こ
と
。

・
過
去
に
同
種
の
表
彰
を
受
け
て
い
な

　

い
こ
と
。

・
交
通
法
令
以
外
の
法
令
違
反
の
あ
る

方
は
表
彰
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

銅　
　

章

・
５
年
以
上
自
動
車
等
の
運
転
に
従
事

　

し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・
交
通
違
反

　

の
な
い
こ
と
。

銀　
　

章

・
10
年
以
上
自
動
車
等
の
運
転
に
従
事

　

し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・
交
通
違
反

　

の
な
い
こ
と
。

・
銅
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

金　
　

章

村民税非課税世帯等に灯油購入の助成します○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
年
金
個　

　

人
情
報
の
提
供

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.sia.go.jp

）
か
ら
ユ
ー
ザ

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
お
取
り
い
た
だ
け

れ
ば
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
い
つ
で
も

ご
自
身
の
年
金
の
加
入
記
録
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

閲
覧
で
き
る
年
金
加
入
記
録
は
、
社

会
保
険
庁
が
管
理
し
て
い
る
公
的
年
金

制
度
の
加
入
履
歴
、
納
付
状
況
な
ど
で

す
。

　

な
お
、
こ
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
は
、
国

民
年
金
、
厚
生
年
金
及
び
船
員
保
険
の

被
保
険
者
ま
た
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た

年
金
に
関
す
る
情
報
提
供
・
相
談
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

国

民

年

金

だ

よ

り

　片品村では原油価格高騰による緊急対策事業として村民税非課税世
帯の方へ灯油購入代（家庭用燃料の灯油購入に限り）の助成をいたし
ます。下記の条件に該当する世帯の方で助成を希望する場合は申請を
して下さい。該当の確認ができれば１世帯上限 4,000 円の灯油購入の
みに使用できる灯油購入助成券を交付します。

■助成対象世帯：（①～④）に該当すること）
　①65 歳以上の高齢者のみの世帯で村内に住所を有して、生活の　
　　本拠が在宅であり村民税非課税世帯
　②次のア～オの重度の障害者の含まれる村民税非課税世帯
　　　ア・特別児童手当一級の障害
　　　イ・国民年金法の一級の障害
　　　ウ・身体障害者手帳の一級及び二級の障害
　　　エ・療育手帳の重度に該当する障害（療育手帳の判定欄に「Ａ］
　　　　　と記載されている障害）
　　　オ・精神障害者保健福祉手帳一級の障害
　③母子家庭等（父母の一方若しくは両方がかけているため、父母の
　　他方の父母以外の者が児童を養育している世帯）で村民税非課税
　　世帯
　④生活保護受給世帯
■灯油助成券：４,000 円（1,000 円券４枚つづり）
■申請期間：平成 20 年 12 月 15 日 ( 月 ) ～平成 21 年 2月 27( 金 )
■灯油券の有効期間：平成 20 年 12 月 1 日（月 ) ～平成 21 年２月 28
　日 ( 土 )　　　　　　　　　　
■申請場所：片品村役場　保健福祉課
■持参するもの
・申請人の印鑑・身分を証明できる免許証や保険証など。
・障害者の方は、身障手帳もご持参ください。
・申請場所まで来られない場合、代理手続きができます。その場合は
　代理人の方に印鑑と身分を証明できる免許証、保険証等を持たせて
　下さい。代理人も身分を証明できるものを持参して下さい。
■灯油券の交付：即日交付（課税状況等を確認後、直接お渡しします。）
■利用店舗：村と協定を結んだ灯油取り扱い商店

※事業実施については１２月議会定例会に補正予算を計上しますの　
　で、補正予算可決後になります。

・
十
五
年
以
上
自
動
車
等
の
運
転
に
従

　

事
し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・
交
通
違

　

反
の
な
い
こ
と
。

・
銀
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

金
冠
銀
章

・
20
年
以
上
自
動
車
等
の
運
転
に
従
事

　

し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・
交
通
違
の

　

な
い
こ
と
。

・
金
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

金
冠
金
章

・
30
年
以
上
自
動
車
等
の
運
転
に
従
事

　

し
、
そ
の
間
交
通
事
故
・
交
通
違
反

　

の
な
い
こ
と
。

・
金
冠
銀
章
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

●
表
彰
の
時
期

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
の
頃

●
受
付
期
間

　

平
成
20
年
12
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
１
月
30
日

●
そ
の
他

　

申
請
用
紙
は
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま

　

す
。

・
無
事
故
無
違
反
証
明
を
と
る
に
は
郵

　

便
振
替
で
申
請
し
て
か
ら
約
20
日
間

　

か
か
り
ま
す
の
で
余
裕
を
も
っ
て
申

　

請
し
て
下
さ
い
。
な
お
申
請
時
に
印

　

鑑
・
運
転
免
許
証
・
証
明
代
金
７
０

　

０
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
受
付
及
び
問
い
合
せ
先

　

片
品
村
役
場　

総
務
課

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
１

　

片
品
村
尾
瀬
交
通
対
策
連
絡
協
議
会

で
は
、
戸
倉
〜
鳩
待
峠
間
の
交
通
規
制

の
実
施
に
伴
い
、
津
奈
木
の
案
内
係
を

募
集
し
ま
す
。

　

募
集
人
員
は
若
干
名
で
、
年
齢
70
歳

未
満
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
勤
務

時
間
が
長
い
た
め
、
健
康
に
自
信
の
あ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
役
場
む
ら
づ
く
り
観
光

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
「
申
し
込
み

用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え 

、

１
月
末
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

尚
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先

　

む
ら
づ
く
り
観
光
課

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
２

●
入
居
資
格　

　

現
在
住
宅
に
困
っ
て
お
り
、
親
族
と

　

入
居
す
る
予
定
の
人
ま
た
は
単
身
の

　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

　

※

収
入
制
限
が
あ
り
ま
す

　

※

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く 

　
　

だ
さ
い
。

尾
瀬
交
通
規
制
に
伴
う

津
奈
木
の
案
内
係
募
集
に
つ
い
て

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
案
内

●
所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・
家  

　

賃
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●
入
居
可
能
日

　

４
月
１
日
（
水
）

●
申
込
期
間

　

１
月
５
日
（
月
）
〜
20
日
（
火
）

●
申
し
込
み
方
法　

　

所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送

●
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所　

　

県
住
宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅
雲　

　

町
）、
県
土
木
事
務
所
、
市
役
所
・

　

町
村
役
場

●
そ
の
他　

一
部
の
住
宅
（
前
橋:

萱

　

野
団
地
、
高
崎:

城
山
団
地
、
桐
生:

　

城
ノ
岡
団
地
、
太
田:

鳥
山
団
地
）

　

に
つ
い
て
は
、
随
時
申
し
込
み
を
受

　

け
付
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

県
住
宅
供
給
公
社

　
　

☎
０
２
７
（
２
１
０
）
６
６
３
４

　

方
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
次

の
方
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
老
齢
年
金
を
既
に
受
け
ら
れ
て
い
る
方

・
現
在
共
済
組
合
等
に
加
入
し
て
い
る
方

○「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
よ
る
年
金

　

相
談

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
は
、
年
金

の
請
求
に
関
す
る
ご
相
談
や
、
す
で
に

年
金
を
受
け
て
い
る
方
か
ら
の
ご
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
固
定

電
話
の
場
合
、
市
内
通
話
料
金
で
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
電
話
の
際
に
は
、
お
手
元
に
年
金

手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

・
電
話
番
号　

０
５
７
０‐

０
５‐

　

  

　

１
１
６
５(

い
い
ろ
う
ご)

・
相
談
受
付
時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜　

　

日
・
・
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

　

時
15
分
ま
で

　

た
だ
し
月
曜
日
（
月
曜
日
が
休
日
の

時
は
翌
火
曜
日
）
は
午
後
７
時
ま
で
第

二
土
曜
日
・
・
午
前
９
時
30
分
か
ら
午

後
４
時
ま
で

＊
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

「
０
３‐

６
７
０
０‐

１
１
６
５
」
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

◎償却資産とは？
会社や個人で工場や商店・農業などを営ん

でいる人が、その事業のために用いること

ができる機械・器具・備品等をいいます。

申告は平成 21 年１月 31 日までとなってお

りますので、お忘れなく。

●問い合わせ先

　住民課　資産税係　　☎（５８）２１１６ 

国　

保　

だ　

よ　

り

増
え
続
け
る
医
療
費
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

　

人
口
の
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩
に

よ
り
医
療
費
が
年
々
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
医
療
費
財

政
が
パ
ン
ク
し
て
し
ま
い
ま
す
。
医
療
費

財
政
が
苦
し
く
な
れ
ば
保
険
税
や
自
己
負

担
金
の
値
上
が
り
等
、
お
年
寄
り
は
も
ち

ろ
ん
若
い
世
代
の
人
の
生
活
に
も
大
き
く

影
響
し
て
き
ま
す
。

  

平
成
20
年
度
は
、
昨
年
度
の
同
時
期
に

比
較
し
て
一
人
当
た
り
の
診
療
費
が
極
端

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
水
準
が
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

病
気
の
種
類
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
や
ガ
ン
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
増

加
が
医
療
費
を
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。
ま

た
、 

最
近
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ド
ロ
ー 

ム
と

い
う
言
葉
を
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
聞
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
内
蔵
肥
満
に
高

血
圧
、
高
血
糖
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
危

険
因
子
を
併
せ
持
っ
た
状
態
で
い
る
と
動

脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗

塞
な
ど
の
命
に
関
わ
る
重
大
な
疾
患
へ
繋

が
る
危
険
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
病
気
に

な
っ
て
か
ら
考
え
る
の
で
は
な
く
、
病
気

に
な
ら
な
い
よ
う
に
日
頃
か
ら
生
活
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
健
康
で
元
気
に
長
生

き
す
る
為
に
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

①
食
事
は
一
日
三
回
規
則
正
し
く
、 

よ
く

　

噛
み
、
摂
取
量
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ

　

う
。

②
運
動
を
す
る
習
慣
を
も
ち
内
臓
脂
肪
を

　

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

③
野
菜
や
果
物
な
ど
食
物
繊
維
を
と
る

④
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

⑤
新
聞
や
テ
レ
ビ
か
ら
情
報
を
得
る

①
趣
味
を
持
ち
気
分
転
換
を
す
る

⑦
家
に
閉
じ
こ
も
ら
な
い
で
外
出
を
よ
く

　

す
る

⑧
就
寝
・
起
床
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る

⑨
信
頼
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
を
も
っ
て

　

い
る

　

健
康
で
楽
し
い
人
生
が
送
れ
る
よ
う

に
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
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平
成
21
年
度
の
保
育
所
入
所
申
込
み

の
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
保
育
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要
領
に
よ
り

申
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

　

12
月
10
日(

水)

〜
25
日(

木)

　

・
平　

日　

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
５
時

　

・
土
曜
日　

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
正
午

【
申
請
書
の
交
付
及
受
付
場
所
】

　

各
保
育
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
の

で
、記
入
後
、入
所
希
望
保
育
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
片
品
保
育
所　
　

定
員　

120
名

・
片
品
北
保
育
所　

定
員　

45
名

・
片
品
南
保
育
所　

定
員　

45
名

【
提
出
書
類
】

①
入
所
申
込
書

②
平
成
20
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写
し
。

（
間
に
合
わ
な
い
場
合
に
は
、会
社
等
か

ら
受
領
後
、
速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。）

【
入
所
対
象
児
童
】

①
保
護
者
が
働
い
て
い
る
場
合
や
、
疾

病
等
の
理
由
に
よ
っ
て
保
育
に
欠
け
る

12
月
25
日(

木)

ま
で
に

入
所
希
望
保
育
所
へ

平成 20年度　国保税第７期・村県民税普通徴収第３期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

国保税 村県民税普通徴収 村全体（国保税） 村全体（住民税）
（平成 20年 11 月 10 日現在）

白
根
・
丸
沼

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は

１
年
を
通
し
て
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
ピ
ー
ク
は
12
月
〜
３
月
に
集
中

し
て
発
生
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
感
染
力
が
非
常
に
強
い
た
め

集
団
感
染
も
多
く
あ
り
ま
す
。

①
感
染
の
し
か
た

・
人
か
ら
食
品
を
介
し
て

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
カ

　

キ
や
は
ま
ぐ
り
な
ど
の
二
枚
貝
を

　

生
で
食
べ
た
り
、
十
分
加
熱
し
な

　

い
で
食
べ
る
等
で
感
染

・
人
か
ら
食
品
を
介
し
て

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
つ
い
た
手
や
器

　

具
で
調
理
を
し
た
物
を
食
べ
る
等

　

で
感
染

・
人
か
ら
人
へ　
　
　
　
　
　
　

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
た
感
染

　

者
の
便
や
吐
い
た
物
が
手
に
つ 

　

き 

、
口
に
入
る
。
ま
た
、
吐
い

　

た
物
が
床
や
ジ
ュ
ー
タ
ン
等
に
つ

　

き
そ
れ
が
乾
燥
し
て
空
気
中
に
舞

　

い
上
が
っ
た
ウ
イ
ル
ス
を
埃
な
ど

　

と
一
緒
に
吸
い
込
む
等
で
感
染

②
症
状

　

主
な
症
状
は
吐
き
気
・
嘔
吐
・
下

　

痢
・
腹
痛
・
熱
。
症
状
は
全
く
で

　

な
い
人
・
軽
い
風
邪
程
度
の
人
・

　

脱
水
症
が
ひ
ど
く
重
傷
に
な
る
人

　

等
様
々
で
す
が
個
人
差
が
あ
り
、

冬
の
食
中
毒
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
に
ご
用
心

保
健
だ
よ
り

輝
�
�
�
�
�

　

桑
原
健
二
さ
ん
（
東
小
川
）

保
育
所
入
所
申
込
み
に
つ
い
て

と
認
め
ら
れ
る
就
学
前
の
児
童
。

②
平
成
20
年
度
か
ら
継
続
し
入
所
を
希

望
さ
れ
る
場
合
も
、
新
た
に
申
込
み
を

し
て
下
さ
い
。

【
保
育
時
間
】

　

・
平　

日　

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
４
時

　

・
土
曜
日　

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
正
午

【
保
育
料
】

　

保
育
料
は
村
県
民
税
及
び
所
得
税
に

よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。（
年
齢
が
同
じ

で
も
家
庭
の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。）

〇
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
各
金

融
機
関
に
口
座
振
替
用
の
通
帳
と
印
鑑

を
持
参
の
上
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
取
扱
い
金
融
機
関
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
群
馬
銀
行
尾
瀬
支
店

・
利
根
郡
信
用
金
庫
片
品
支
店

・
片
品
村
農
業
協
同
組
合

・
片
品
郵
便
局

・
尾
瀬
花
の
谷
郵
便
局

※

保
育
所
は
、
家
族
に
代
わ
っ
て
児
童

の
世
話
を
す
る
福
祉
施
設
で
す
。
す
べ

て
の
児
童
は
、
そ
の
家
族
で
両
親
の
暖

か
い
愛
情
の
も
と
で
育
て
ら
れ
る
こ
と

が
理
想
で
す
。

　

し
か
し
、
両
親
が
共
働
き
を
し
て
い

る
場
合
や
病
気
な
ど
に
か
か
っ
て
い
る

た
め
に
、
十
分
に
保
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。保
育
所
は
、

こ
れ
ら
保
育
に
欠
け
る
児
童
を
両
親
に

代
わ
っ
て
保
護
養
育
す
る
事
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

〇
入
所
の
可
否
は
先
着
順
で
は
な
く
、

家
庭
の
事
情
を
総
合
的
に
審
査
し
て
決

定
さ
れ
ま
す
。
申
込
書
類
に
不
備
が
な

い
の
を
確
認
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
、
保
育
料
を
滞
納
さ
れ

て
い
る
方
は
、
す
べ
て
の
保
育
料
を

払
っ
た
後
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
役

場
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

12
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
の
は
、
片

品
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
コ
ー
チ
の

桑
原
健
二
さ
ん
で
す
。

　

平
成
16
年
、
当
時
の
保
護
者
や
学
校

か
ら
の
要
請
が
あ
り
、
指
導
を
始
め
ま

し
た
。

　

翌
17
年
10
月
、
片
品
村
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
会
長
の
吉
野
和
子
さ
ん
（
当
時
）

ら
と
小
学
生
20
名
程
を
対
象
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
を
始
め
ま
し
た
。小
学
生

か
ら
・
レ
シ
ー
ブ
・
サ
ー
ブ
・
ス
パ
イ

ク
の
基
本
プ
レ
ー
を
マ
ス
タ
ー
し
バ

レ
ー
の
楽
し
さ
を
覚
え
る
と
中
学
生
に

な
っ
て
か
ら
成
長
の
幅
が
違
う
と
い

い
、
保
護
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
週
２

回
の
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
、
小
学
生
同
様
、
基
本
プ

レ
ー
の
習
得
に
心
が
け
、
変
な
癖
が
付

か
な
い
よ
う
指
導
本
を
何
冊
も
読
み
あ

さ
り
、  

他
の
指
導
者
か
ら
練
習
方
を
聞

い
た
り
と
指
導
者
と
し
て
の
勉
強
に
余

念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
個
人
の
伸
び
に
幅
が
あ
っ
た

方
が
楽
し
く
続
け
ら
れ
る
と
、
極
端
に

高
い
レ
ベ
ル
の
練
習
は
さ
せ
ま
せ
ん
が

指
導
は
厳
し
く
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
な
か
で
、
片
中
バ
レ
ー
部
は
郡

中
学
校
新
人
大
会
で
５
年
ぶ
り
に
優
勝

し
県
大
会
出
場
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
予
想
ど
お
り
の
学
校
、
一

セ
ッ
ト
は
普
段
の
実
力
と
相
手
の
ミ
ス

に
助
け
ら
れ
先
取
、
二
セ
ッ
ト
も
20
点

ま
で
一
方
的
に
得
点
を
重
ね
る
も
、
そ

こ
か
ら
の
５
点
が
な
か
な
か
取
れ
ず
、

相
手
に
４
点
差
ま
で
迫
ら
れ
ま
す
。「
夏

休
み
中
、
厳
し
い
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
生

徒
に
課
し
ま
し
た
。一
週
ほ
ど
た
っ
て

生
徒
た
ち
か
ら
、
も
っ
と
練
習
を
増
や

し
て
欲
し
い
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。苦

し
い
練
習
を
こ
な
し
て
き
た
か
ら
、
あ

そ
こ
で
勝
て
た
と
思
い
ま
す
」

　

自
身
、
利
根
商
業
高
校
で
野
球
か
ら

バ
レ
ー
に
目
標
を
変
え
人
一
倍
努
力
し

た
桑
原
さ
ん
。

　
「
部
活
動
を
と
お
し
て
協
調
性
と
責

任
感
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
、
ま
た
、
将

来
彼
女
達
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て

い
ろ
ん
な
人
と
出
会
い
、
楽
し
い
人
生

を
歩
ん
で
ほ
し
い
」と

　
　

希
望
す
る
桑
原
さ
ん
に
部
員
た
ち

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

「
土
日
の
練
習
で
は
私
た
ち
に
必
要
な

技
術
を
身
に
付
け
よ
う
と
、
毎
週
違
う

練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
き
て
く
れ
ま

す
。私
た
ち
が
強
く
な
っ
た
の
も
コ
ー

チ
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
顧
問
の
白
井
先
生
、
コ
ー

チ
、
私
た
ち
と
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」

桑
原
コ
ー
チ
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

特
に
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高

　

齢
者
は
重
傷
な
状
態
に
な
る
こ
と

　

も
あ
り
ま
す
。

③
予
防
法　
　
　
　
　
　
　

・
食
品
は
85
度
以
上
で
１
分
以
上
加

　

熱
す
る
。

　

食
品
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
を
完

　

全
に
退
治
す
る
た
め
。

・
調
理
器
具
等
は
十
分
殺
菌
し
て
使

　

う

　

ま
な
板
・
包
丁
等
の
調
理
器
具
や

　

食
器
・
ふ
き
ん
・
タ
オ
ル
等
は
熱

　

湯
で
加
熱
ま
た
は
次
亜
塩
素
酸
ナ

　

ト
リ
ウ
ム
で
浸
す
よ
う
に
拭
き
、

　

十
分
後
に
水
洗
い
を
す
る
等

・
便
や
吐
い
た
物
は
乾
か
な
い
う
ち

　

に
処
理
す
る

　

マ
ス
ク
と
使
い
捨
て
手
袋
を
着
用

　

し
て
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
等
で
き
れ

　

い
に
処
理
す
る
。
使
っ
た
物
は
次

　

亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
し
み
こ

　

ま
せ
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
密

　

閉
す
る
。

※

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
は

　

塩
素
系
の
漂
白
剤
の
こ
と
。
消
毒

効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
洗
浄
効
果
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
調
理
器
具
等
は

洗
剤
で
洗
っ
て
か
ら
消
毒
し
て
く
だ

さ
い
。
消
毒
後
十
分
た
っ
た
ら
水
拭

き
し
て
く
だ
さ
い
。

小学生の練習風景

片中バレー部

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
視

聴
覚
機
器
（
液
晶
テ
レ
ビ
）
を
購
入
し

ま
し
た
。

　

購
入
し
た
視
聴
覚
機
器
は
各
区
に

設
置
し
、
各
種
事
業
や
会
議
等
の
際
に

利
用
さ
れ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
収
益

金
を
活
用
し
た
も
の
で
、
明
る
い
街
作

り
や
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。　　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
で

　
　
　
　
　

視
聴
覚
機
器
を
整
備




